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2007年度小野川湖観測概要
佐藤泰哲・菊地慶子・佐藤雄哉。藤本秀昭
１９９１年以来、当研究室では、裏磐梯湖沼の観測を継続し、その結果の一部は公表
されている（ｇａｔｏｈｅｔａ1.1993,ＳａｔＤｈｅｔａ1.1995,ＳａｔｏｈｅｔａＬ１ｇ９６,SatohetaL
19B7,Sugavvaraeta1.1999,lgatohetalo200QSatohLeta1.2001,SatohetaL2002, 
SatQhetaL2006）。小野川湖は１９９３年以来観測を継続しており、ここに２m７年度
の観測概要を報告する。
定期観測
本年度の定期観測は、ほぼ４周問毎に８回、４月２４～２５日、５月帥~３１日、６月
27~２８日８月１~２日、８月２７～３１日、９月２５~２８日、１０月２３~２５日、１１月２１~２２
日(こ行った。
定期観測の試水は、最深部の定点でＧ、３，６，９，１２，１５ｍの６層からバンドン採
水器で、底上４０ｃｍ、７０ｃｍ、１，０ｃｍを自家製直上水採水装置で採水した。
観測項目は水温、溶存酸素、透明度、クロロフィルａ、全窒素、全リン、硝酸塩、
亜硝酸塩、アンモニア、溶存反応'性リン、懸濁態炭素、懸濁態窒素、懸濁態リンで、
測定法は定法による。
結果の一部として水温分布（図１）と溶存酸素飽和度（図２）を示す。水温は、４
月と１１月は全層余り温度差はなく、循環期前後の様相を呈していた。５月末には表
水層と深水層の温度差が目立ち始め、５月には成層していた。水温の年最高』値は８月
末、表面水の２３３℃であった。深水層の水温は、１０℃台で、例年より１℃高いのが
2CD7年の特徴である。９月末に部分循環が始まり、１０月には表水居が１，ｍを超え、
１１月末には１５ｍ以下に、わずかに水温の高い層を残し、湖水は循環していた。
４月、１１月⑳循環鐺前後の時期、溶存酸素は全層に渡り若干未飽和であった。８月
に、表層で過飽和の領域が見られ、光合成が活発であったことが知れる。深水層の溶
存酸素は、時と共に減少し、８月の末に嫌気層が出現した。嫌気層の厚さはＢ月末に
最大になり、ｍ月末まで存在した。
クロロフィル測定法の相互検定
蛍光法、SCORmNESCO法、ローレンツェン法によるクロロフィル鉦測定の相互
検定を行った。蛍光法とSCOR/UNESCO法鰯相互検定（図３）、蛍光法とローレン
ツェン法の相互検定（図４）、ローレンツエン法とSCOIWUN]ＢＢＣＣ法（図５）の相
互検定結果を示す。
－１０－ 
蛍光法とＳＣＯR/ＵＮＥＳＣＯ按、蛍光法とローレンツェン法、ローレンツェン法と
SCOMJNESCC法、三組のクロロフィル録濃度の直線回帰分析の相関係数ｒは
Ｍ１33～Ｍ７８７で、いずれもｐ=0ｍで有意の相関があった。蛍光法に対する
細Ｃ１ＷＮＥＣＣＯ法の全測定値の比の平均値は１．４であった。蛍光法は、光合成色素
分解生成物の補正をしているが、SCORE/UNESCO法は補正を行っておらず、測定
値には分解生成物も含まれるため、SCOMJNESCO法の測定値が高くなったと考え
られる。回帰分析のＹ切片はＭで（図３）、これは蛍光法でクロロフィル濃度ゼロ
の時､Ｓｃ⑪MJNESCO方ではL3rIgl1のクロフィルが存在することを意味する。こ
の切片は、SCORmNESCO法が補正していない、光合成色素分解生成物の平均的な
濃度と考えられる。
蛍光法とローレンツエン法の全測定値の濃度比の平均は０．７であった。回帰直線の
Ｙ切片は、ほとんどゼロに近かったが（図４）、両者は共に光合成色素分解生成物の
補正を行っているためと考えられる。
ローレンツェン法とSDOMJNESCO法の全測定値の比の平均は、２２であった。
回帰直線のＹ切片は１噸５で、前述同様、平均的光合成色素分解生成物の濃度と考えら
れる。
以上まとまると、１）３つの方法中で測定値が一番高いのは、光合成色素の補正を
行わないSCOR/UNESCO法であり、蛍光法に対し平均１．４倍、ローレンツェン濫に
対し平均2.2倍であり、その測定値には1.3～１５rlgl1の光合成色素分解生成物が含
まれ患。２）３つの方法の中で、ローレンツェン法は、測定値が一番小さく、蛍光法
に対し平均０．７倍であった。３）現行では、方法を明記した上で、この３つの方法は
多用されている。高速液体クロマトフラフィーなど、クロロフィル量を精密に測定す
る方法贈あるが、定期観測には向かない。当面、定期観測などでは、３者の測定値に
は有意の相関はあるが、絶対値は違うことを念頭に、従来ど鑓り方法を明記の上いず
れかの方法を用いるのはやむをえないと考えられる。
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２研究実績
この章に掲載した論文は、いずれ学術雑誌に原著として発表される予定
■ 
特に弓|用を希望される方は、引用の可蟹について下記へお問い合わせ下さい。
です。
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電話：023-628＝
F臼ｘ：023-ｓＺ８－
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990-8560山形市小白川町1-4-12
023-628-4610 
023-sZ8-4625 
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